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夏休み期間中、業見子で参加できるイベントがたくさんあります。

中央公民館で開かれた子ども囲碁教室では、講師が囲碁のルールを

ていねいに教えていました。

これから練習を重ねて、師匠を打ち負かせ!!
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第2 回大収穫祭 I N

/ー＼/ー＼

鰯＼_ノ圃

叫一'

〔コ

時:11月15日(土)、16日(日)《2日間》

所:入郷駐車場(旧営林署跡地)

「九度山の富有柿」を周辺地域にPRするこ

とを目的として、昨年から始まった大収穫祭を

今年も開催いたします。

柿などの直売、模擬店、フリーマーケット、

ステージイベントの実施を予定しております。

大収穫ず

露
契^

萬§、).斈畢1や_、、_見二ら.,

人一..喜'

九度山

太鼓のイベントがたくさん

"ニ、,・運'.●ミ,i 熊舮

ー'

ミ

・・"・総,・',
1 よ三 1閏U^4 -.

、唖捗'・"、、式兜

、'111,●レ'
、、L 、,・、'・・,・L・゛、、、、ミ'、

、'な"
署^

田

当

九度山を開催しますU

呉趨

r-^

ー^一■■.ー゛゛"、■■■1

富有柿がいっぱい

写真のほかにもステージで楽しいイベントや多くのお店があります。

'"竃_

大収穫祭、販売ブースの出店者を募集
ー、ントントず、ず、ンき',トン、,ト1、,トン!、,1、ント)ト、yl、ート、j卜ずトン、ず、il、ントントントー!、,トi、〆!、,、'ト、,ケ、ー、ず!、i、ン、ン、ン、ー、ず、ず,

第2回『大収穫祭IN力度山』において、

下記のとおり出店者を募集します。

※この事業は、唄オ団法人地域社会振興財団」からの交付を受けて、

「長寿社会づくりソフト事業」として開催いたします。

叫叉糠宗 IN 門

信州上田市から、りんごを販売

〔3〕
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琶運那、ウFlofl、・'咲1二' 1?叉oy芥・'・. y芥

ステージ上でゲームもありました

豊日 時

■場所

閣参加資格

■募集区画

11月15日(士)、 16日(日)午前10時から午後4時

※ 2日問とも、出店を原則とします。

入郷駐車場(旧営林署跡地)

町内の満20歳以上の個人・グループ

35プース(1 ブース5.4m X3.6m)

※申込が予定を超えた場合は、抽選により決定します。

1 ブース2,000円/ 1日

役場産業振興課に備え付けの『出店申込書兼誓約書』に必要事

項を記入のうえ、 8月29日(金)までにお申し込みください。

『大収穫祭IN九度山』実行委員会事務局

(産業振興課内 654-2019)

■出店料

■申込方法

■問合わせ
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九
度
山
町
の
教
育
③

S
生
き
生
き
と
し
た

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

現
今
の
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
、

高
度
情
報
化
や
、
産
業
経
済
構
造
の
複

雑
化
な
ど
様
々
な
社
会
変
化
と
、
そ
れ

に
加
え
た
先
行
き
不
透
明
な
社
会
情
勢

人
々
が
生
涯
学
習
を
進
め
る
う
え

、
、
、

力で
の
環
境
や
、
子
ど
も
の
教
育
に
対
す

る
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
も
、
新
た
な

課
題
を
生
じ
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
詑
年

に
制
定
さ
れ
た
「
教
育
基
本
法
」

が
釦

年
ぶ
り
に
改
正
(
平
成
W
年
謡
月
)
さ

れ
ま
し
た

オ

こ
の
改
正
教
育
基
本
法
の
中
で
、
社

会
教
育
生
涯
学
習
の
か
か
わ
り
で
は
、

「
生
涯
学
習
の
理
念
」
(
第
3
参

が

新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
象

庭
教
*
月
」
(
第
扣
条
)
、
〔
幼
児
期
の

教
育
」
(
第
Ⅱ
条
)
、
さ
ら
に
、
季

校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の
相
互
の

連
携
協
力
」
(
第
玲
条
)
も
新
た
に
規

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
国

が
裂
育
振
興
基
本
計
画
」
命
Π
条
)

を
策
定
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
一
連
の
改
正
の
趣
旨
は
、

生
活
の
よ
ろ
こ
び
と
生
き
が
い
を
も
っ

て
自
己
実
現
を
め
ざ
せ
る
社
会
づ
く
り

を
推
進
し
、
ま
た
、
郷
士
を
愛
し
、
炊

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
こ
ぞ

つ
て
支
援
す
る
社
会
つ
く
り
に
力
点
が

置
か
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
関
連

法
等
の
趣
旨
と
内
容
を
踏
ま
え
る
と
と

と
も
に
、
本
町
の
将
来
を
展
望
し
課
題

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
伝
統
あ
る
教

1

育
の
ま
ち
と
し
て
の
誇
り
と
、
豊
か
な

教
育
・
文
化
資
源
の
活
用
を
ジ
ャ
ン
プ

台
と
し
た
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
り
、

生
き
生
き
と
し
た
九
度
山
町
を
目
指
し

ま
す
。
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ゞ
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゛

ノ

、

,

g

ノ

④
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

[
3
]
推
進
の
要
目

①
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
(
生
涯

学
習
)

ア
共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
の
推
進

イ
生
涯
を
と
お
し
た
学
習
活

動
の
推
進

ウ
読
書
活
動
の
推
進

工
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進

オ
九
度
山
文
化
の
創
造
と
文

化
財
の
保
護
・
保
全
と
活

用
の
推
進

②
人
権
文
化
の
創
造
父
権
教
育
・

啓
套
ア
地
域
に
根
ざ
し
た
人
権
教

育
・
人
権
啓
発
の
推
進

イ
お
も
い
や
り
の
こ
こ
ろ
を

育
む
人
権
教
育
・
啓
発
の

推
進

ウ
個
々
の
人
権
教
育
・
啓
発

の
課
題
解
決
へ
の
取
組
の

推
進

''
毛島

^

[
1
]
九
度
山
町
の
生
涯
学
習
推
進
の

目
標
ふ
る
さ
と
を
愛
し
思
い
や
り
の

こ
こ
ろ
を
大
切
に
す
る
ひ
と
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り

[
2
]
生
涯
学
習
推
進
の
基
本
方
針

①
こ
こ
ろ
豊
か
で
生
き
が
い
あ
ふ

れ
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築

②
共
に
生
き
る
社
会
つ
く
り
と
人

権
文
化
の
創
造

③
夢
を
育
て
未
来
に
向
か
っ
て
た

く
ま
し
く
生
き
る
思
い
や
り
の

あ
る
子
ど
も
の
育
成

で
を
会
日
動
1
運
い
民
し
町
楽
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四雫 姉妹都市交流事業

~信州上田ナ成けやき姦木匁葉まっぢと
、,

、

平山郁夫シルクロード美術館への称~
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〔4〕

程■日

巨旅行代金

■申込締切

■申込方法

11月7日(金)~9日(則

1人あたり30,000円

9月12日(金)【先着40名限定!】

:役場企画公室に備え付けの申込書によりお申込みをお願いします。

1之・

','!1◆角、1'、'

磁、亀、'、'1f'
J "、、^

゛'智
气

日程

1-

、}.〕ノ'『^、 Y、 Y/

Ⅱ/フ

(金)

上田城けやき並木

役場(6:30発)=橋本IC=郡山IC=《西名阪・名阪国道・東名阪》=名古屋西

IC=《中央道・飯田(昼食)》=小淵沢IC=平山郁夫シルクロード美術館【見学1

=宿泊(18:30着)別所温泉花屋

Ⅱ/8

(士)

j■4亀ι゛!t.,]"ノ七゛1閏

.◆1を・、

旅館(朝食後「信州の鎌倉」散策(8 ●0発)=無言館【見学】=生島足島神社

1参拝】=旧真田町ゆきむら夢工房【そぱ打ち体験・昼食】=菅平高原=宿泊

住6:00着)上田東急イン※夕食後、上田城ライトアップ見学

Ⅱ/9

細)

平山郁夫シルクロード美術館

ホテル(8:30発)

のや長野店(昼食)

橋本IC=役場(20

1_1_、
紅二^'ー、

y

ぎ、

※1日目の「別所温泉花屋」は、相都屋となりますのでご了承ください。

※2日目の「上田東急イン」は、基本シングル部屋ですが、ツイン部屋を希望される方は、

お申し込みの際に申し出てください。

スケジューノレ

、^"゛1 -、引一,"▲

〆゛

〔5〕

ファミリースポーツの様子

垂お問い合わせ:企画公室、

=信州上田城けやき並木紅葉まつり【見学】=長野IC=おぎ

=長野IC=《長野自動車道・中央道・東名阪・名阪国道》 ^

00着)

J゛ー゛1〒〒『児ーコリr^ノ「〒、"-r^゛^ー゛1ーモーー^1〒一^1^

i'J ゛、〒」"閏0"々'

、'十^

上田城

(財)柿の里振興公社(a54-2飢の

瓢懸警
,J 上、町1,辛為
〒リ゛ノ才、1/'ー"0二七,ι.、ノ、し、、'0^

、ノ、ー、゛電'"ー'牝 i~,ー゛C才Wル'1、、トぜ司"}'1.で.゛,1喩,.、◆、ー".矗t、、

闊芸教室の様子

J/ー

大人も子どもも

過ごします
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7
月
玲
日
に
姫
路
市
の
兵
庫

県
立
武
道
館
で
、
「
第
6
圓
日

奄
法
全
国
少
美
会
・
団
体
戦
」

が
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

蔽
称
瞳

水
泳
競
技
大
会
で
好
成
績

6
月
即
日
に
和
歌
山
市
・
秋

葉
山
県
民
水
泳
場
で
第
舗
回
和

歌
山
地
域
S
C
選
手
権
・
ク
ラ

ブ
対
抗
水
泳
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 
4
3
1
名
の
選

手
が
参
加
さ
れ
、
次
の
と
お
り

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。(
敬
称
堕

●
男
子
2
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

W
歳
以
下
ク
ラ
ス

3
位
西
畑
柊
希

(
九
小
5
年
生
)

【
カ
ツ
ラ
ギ
ス
ィ
ミ
ン
グ
ク
ラ
プ
嘉
】

、
ー

鴫

昏

讐

九
度
山
学
童
軟
式
野
球

ク
ラ
ブ
が
優
勝

6
月
器
日
に
平
成
即
年
度
毎

日
杯
争
奪
新
人
戦
が
開
催
さ
れ
、

伊
都
郡
か
ら
5
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
九
度
山
学
童
軟
式

野
球
ク
ラ
ブ
は
笠
田
ク
ラ
ブ
に

5
対
0
で
勝
利
し
、
優
勝
し
ま

し
た
。
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人
権
尊
重
委
員

の
委
嘱

舮

咳

》

U

農
業
委
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町の英語指導助手(ALT)として4年間勤務され

ましたジェフリー・ハウザー先生が、7月をもって帰国

されました。その間、中学生はもとより、小学生や幼稚

園児まで多くの子どもたちに英語を教えていただきま

した。大変まじめで誠実な人柄から、児童・生徒から

はとても人気がありました。

ハウザー先生から、町民の皆さん、生徒の皆さん

にお別れのメッセージをいただきましたので、紹介い

たします。
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~九度山町の皆さんへ~

皆さんの町で住み、働いている間、皆さんが

私にしてくれた全てのことに兎埼肘しています。

この4年間、皆さんにはと.てもお世話になり、

色々ないい思い出ができました。九度山町の

自然や親切な皆さんのことは決して忘れません。

そして、様々な友人ができ、家族のように接し

てくれる人がいて、ここは私の第二の故郷だと

いつも感じていました。

九度山で住むことができて本当に良かった

と周、つています。
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Thanks for a11 your efforts and hard vvork at

Studying English with me overthe pastfour

years. nhmk itis very importantto study English

and pass the high school entrance examlnatlon

I hope you wi11 ContinU8 doing your bestin the

future and remBmberto never give up. on 加e

Olher hand, please don'廿orgetthat b9ing able lo

Communicate and undersland oth引 People is

much more importa羽tthan proper grammar and

tests vvhen you are outside of scho01
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~生徒の皆さん~

一緒に英語を勉強してくれてありがとう!

英語の勉強や試験はとても重要なことなので

あきらめないでしっかり頑張って下さい。しか

し、誠実なコミュニケーションと、他人の気持

ちを理解しようとすることは文法より大甸だ

ということを忘れないで下さい。

私はアメリカに帰ったら、日本での経験を生

かせるような仕事に就きたいと思っています。

そして、いつかまた日本を訪れ、九度山町に戻

つてきます。その時まで皆さんが無事で健康で、

幸せであることを願っています。

本当にありがとう。心から。。。

20腿年8月1日
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この度の町発注の工事にからむ贈収賄事件に閔連して、 7月1日付けで管理監督者の総括

参事を指導監督不適正として3ケ月の減給処分、町長も条例に基づき3ケ月の減給としまし

た。

また、今回のような事件の防止策として、事後公表としていた工事設計額について、 6月

1日から業者あてに通知する指名競争入札執行通知書に記載することとしました。

なお、九度山町職員綱紀粛正委員会により全職員を対象に関係業者との接触等の有無につ

いてアンケート調査を行ったところ、有と答えた職員が13名翁り、このうち、閧係業者から

接待等を受けたことがある者1名については、アンケート調査前に自主申、告しており訓告処

分としました。加えて、職員倫理の徹底を図るため、 7月10日に午前・午後2回に分け倫理

研修を実施しました。

また、公判で明らかとなった談合情報に対する処置については、九度山町建設業協会加盟

業者ら10社から、独占禁止法に抵触する行為を行わない旨の誓約書をとると同時に、各業者

からこの件について事情聴敢を行っております。

本町においてこのような事態が起きたことは、まことに遺憾の極みであり、町政を預かる

者として町民の皆様に対し、深くぉ詫びを申し上げる次第であります。

今後、二度とこのようなことが起こらないよう再発防止策を講じるとともに、一日も早い、

町民の皆様の信頼回復に努力する所存でございます。

町民の皆様 ノ＼
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テーマとした絵画を募集します。

匡応募規定
九度山町内の風景画(裏面にタイトル、住所、氏畠、連絡先言酎凋
八っ切りサイズの画用紙絲勺271mmX382mm・縦横自由)とし、
彩色・技法は白由
珂応募資格
・町内の小中学校に在学する方
・町内に住所を有する方
・町内に事務所または事業所を有する個人及び法人その他の団体
・町内に在する事務所または事業所に勤務tる方
■募集期間
9月5日(金) 1必着】まで

圃問合せ・提出先

松山常次郎記念館開館1周年を記念して、「九度山の風景」を

御

九度山町長岡本章

',
^

産業振興課(各融一2019)
鳳その他
応募作品の著作権は、九度山町に帰属します。あらかじめご了承ください。
応募作品は原則、返却いたしません。
応募作品は、 9月中旬から下甸にかけて、松山常次郎記念館において、「九度山百景絵画展」に.

おいて展示いたします。(詳細は来月号広報においてお知らせいたします。)
※作品にっいては、九度山町にて審査し、受賞者にっいては、直接その旨連絡いたします。
※受賞者には表彰状と粗品をお渡しします。
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九度山町には絵になる風景が
たくさんあります
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